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焼津店焼津店焼津店
焼津市栄町5-10-21焼津市栄町5-10-21焼津市栄町5-10-21
☎054-627-7786☎054-627-7786☎054-627-7786

火曜定休日

貴装の店貴装の店貴装の店

営業時間／午前9：30～午後8：00営業時間／午前9：30～午後8：00
東小学校
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着る時の必要なものを全て揃えてあなたの寸法で手縫い仕立着る時の必要なものを全て揃えてあなたの寸法で手縫い仕立

126,000円より

レンタルセット&オーダーレンタルにはレンタルセット&オーダーレンタルには

ご購入派

レンタル派

正絹振袖・正絹長襦袢・正絹袋帯・
草履バッグ・和装小物30点セット

正絹振袖・正絹長襦袢・正絹袋帯・帯締め・帯揚げ・草履バッグ・
重ね衿・和装小物

帯だけの方 小物だけの方
ご自由に選択下さい

前撮り記念写真ご優待 ＋ヘアメイク代

お写真2ポーズ＋
着付け代

着付無料サービス

12月1日から1月20日まで

※10万円以上レンタルの
　方に限り

振袖貸し出し期間

成人式当日はもちろん
何回でも無料着付無料サービス
いつでもご予約戴ければ
お伺いします（有料）出張着付サービス
振袖フルセット31.5万円
以上のお買上げの方に！

前撮り記念写真無料プレゼント
＋ヘアメイク代 お写真2ポーズ＋着付け代

10回払いまで
年末までの2回払いまでローン金利手数料無料

卒業式の袴
100枚用意してあります袴レンタル無料サービス

セット31,500円よ
り
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オ
ー
プ
ン
一
ヶ
月
で
す
ね
。

　

お
蔭
様
で
オ
ー
プ
ン
の
時

は
、
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
で
し

た
。
今
は
、
落
ち
着
い
て
、
営

業
時
間
に
な
っ
て
か
ら
終
わ
る
ま

で
、
常
時
お
客
様
が
お
越
し
戴

い
て
い
ま
す
。
場
所
も
以
前
の
Ｊ

Ａ
お
お
い
が
わ
焼
津
支
店
の
跡
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
親
し
み
を
持
っ

て
来
店
し
て
下
さ
い
ま
す
。
藤
枝
、

島
田
、
静
浜
に
次
い
で
四
店
目
の

店
舗
で
、
島
田･

静
浜
と
同
じ
位

の
規
模
の
お
店
で
、
約
三
百
種

類
の
産
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

片
山
家
の
養
子
と
な
り
襲
名

　

十
代
目
片
山
七
兵
衛
は
、
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月

焼
津
市
北
新
田
の
近
藤
市
右
衛

門
の
次
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。

名
を
三
吉
と
い
い
ま
し
た
。

　

十
六
歳
の
時
、
片
山
七
兵

衛
の
店
に
奉
公
に
行
き
ま
し

た
。
片
山
商
店
は
、
魚
問
屋
と

八
百
屋
業
、
薪
問
屋
を
営
む
一

そ
こ
知
り

志
太

方
、
鰹
漁
船
四
艘
を
持
ち
漁
業

も
や
っ
て
い
ま
し
た
。　
　
　

　

明
治
十
七
年
、
魚
商
人
の
村

松
善
八
を
助
け
、
魚
商
組
合
設

立
の
発
起
人
と
な
り
、
組
合
設

立
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

三
吉
の
才
能
を
高
く
評
価
し

た
九
代
目
片
山
七
兵
衛
は
明
治

十
九
年
、
三
吉
を
養
子
に
迎
え

ま
し
た
。
そ
し
て
同
二
十
二
年
、

三
十
一
歳
で
家
を
相
続
し
片
山

七
兵
衛
を
襲
名
し
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
三
年
、
山
口
平
右

衛
門
ら
と
三
星
水
産
合
資
会
社

を
設
立
。
魚
問
屋
業
を
移
譲
し
、

薪
問
屋
を
廃
業
。
八
百
屋
業
と

鰹
漁
業
を
続
け
た
後
、
船
具
屋

と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
七
年
に
は
、
焼
津

商
業
銀
行
取
締
役
、
同
三
十
二

年
、
三
星
水
産
合
資
会
社
の
社

長
に
就
任
。
同
三
十
六
年
、
焼

津
漁
業
組
合
の
設
立
発
起
人
と

な
り
、
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

遠
洋
漁
業
を
研
究
・
推
進

　

明
治
三
十
九
年
、
静
岡
県
が

全
国
に
先
駆
け
、
遠
洋
漁
業
に

対
応
す
る
た
め
、
石
油
発
動
機

付
き
漁
船
「
富
士
丸
」
を
建
造
し
、

試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

七
兵
衛
は
、
鰹
の
習
性
に
つ
い

て
研
究
し
、
衰
退
の
一
途
を
辿
る

遠
洋
鰹
漁
業
の
創
始
者
・
片
山
七
兵
衛

東
洋
遠
洋
漁
業
㈱
を
設
立

焼
津
の
漁
業
の
基
礎
を
築
く

業
に
は
懐
疑
的
で
、
七
兵
衛
に

賛
同
す
る
も
の
は
少
数
で
、
静

岡
な
ど
か
ら
の
出
資
者
を
得
て
、

明
治
四
十
年
、
東
海
遠
洋
漁
業

株
式
会
社
（
マ
ル
東
）
を
設
立
。

遠
洋
漁
業
船
の
建
造
に
か
か
る

多
額
の
費
用
を
会
社
と
船
主
が

半
分
ず
つ
費
用
を
負
担
し
合
う

方
法
に
よ
り
、
早
期
に
漁
船
四

隻
を
建
造
。
翌
四
十
一
年
四
月
の

初
出
漁
で
は
、
八
丈
島
近
海
で

黒
瀬
川
新
漁
場
を
発
見
し
、
大

成
功
を
収
め
ま
し
た
。
こ
の
焼

津
で
の
成
功
が
全
国
的
な
船
の

動
力
化
を
推
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
年
、
焼
津
町
生
産
組
合
が

設
立
さ
れ
、
東
海
遠
洋
漁
業
と

焼
津
を
二
分
す
る
勢
力
と
し
て
、

相
互
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

遠
洋
漁
業
の
発
展
の
立
役
者

　

鉄
道
輸
送
に
よ
り
全
国
へ
と

販
路
を
拡
大
し
、
漁
場
も
次
々

と
開
拓
さ
れ
、
船
も
大
型
化
、

鋼
船
化
し
て
い
き
、
漁
獲
量
も

飛
躍
的
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

　

七
兵
衛
は
、
遠
洋
漁
業
に
よ

る
焼
津
発
展
の
立
役
者
と
し
て

そ
の
地
位
を
築
い
て
い
き
ま
し

た
。
大
正
四
年
、
山
口
平
右
衛

門
の
後
を
受
け
、
焼
津
漁
業
組

合
の
組
合
長
に
就
任
し
ま
す
が
、

翌
大
正
五
年
十
一
月
二
十
三
日
逝

去
。
五
十
九
歳
で
し
た
。
至
誠

院
三
譽

忍
功
徳
居
士
。

　

焼
津
神
社
に
は
、
七
兵
衛
の

碑
が
立
ち
、
毎
年
四
月
初
旬
に

水
産
翁
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ん
さ
い
か
ん
の
意
味
は
？

　

野
菜
や
様
々
な
地
場
産
品
、

そ
し
て
笑
顔
が
一
杯
の
お
店
と
い

う
意
味
で
す
。「
さ
い
」
は
、
野

菜
の
「
菜
」
も
意
味
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
焼
津

地
域
で
採
れ
た
野
菜
や
加
工
品

を
中
心
に
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
管

内
の
新
鮮
で
安
全
な
食
材
を
揃
え

て
い
ま
す
。

ま
ん
さ
い
か
ん
の
特
徴
は
？

　

ほ
ぼ
全
て
が
地
場
の
も
の
と
い

う
こ
と
の
他
に
、
各
店
舗
に
食
育

ソ
ム
リ
エ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の

も
特
徴
で
す
。
調
理
の
仕
方
や
長

持
ち
す
る
保
存
法
な
ど
お
気
軽

に
お
聞
き
い
た
だ
け
れ
ば
、
様
々

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
独
自
の
残
留

農
薬
の
検
査
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
お
買
い
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。

焼
津
の
お
店
の
特
徴
は
？

　

ま
ん
さ
い
か
ん
焼
津
で
は
、
初

め
て
鮮
魚
を
販
売
す
る
焼
津
漁

協
直
販
店
「
ヤ
イ
ヅ
ツ
ナ
コ
ー

プ
」
さ
ん
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、

参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
地
元

で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚
や
加
工

品
が
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
地

元
産
と
い
う
意
味
で
は
、
ト
マ
ト

や
切
花
な
ど
が
多
い
地
域
で
す
。

焼
津
な
ら
で
は
の
特
徴
を
出
そ
う

と
い
ろ
い
ろ
と
思
案
し
て
い
ま
す
。

先
日
も
自
然
薯
の
試
食
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
お
酒
を
取
り
扱
え

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
地
元
で
栽

培
さ
れ
た
酒
米
の
誉
富
士
を
地

元
の
酒
蔵
で
醸
造
し
た
お
酒
の
販

売
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

藤
枝
の
白
子
商
店
街
に

あ
る
小
川
眼
科
医
院
の

玄
関
脇
に
「
白
子
由
来
記

碑
」が
あ
り
ま
す
。天
正
十

年
（
一
五
八
二
）信
長
が

本
能
寺
で
光
秀
に
討
た
れ

た
時
、家
康
は
、堺
に
い
ま

し
た
。変
を
聞
き
、家
康
は
、

険
し
い
伊
賀
を
越
え
、伊
勢

国
白
子
町
で
百
姓
の
孫
三

に
か
く
ま
わ
れ
難
を
逃
れ

ま
し
た
。孫
三
は
若
松
の
浦
か
ら

船
で
常
滑
に
渡
り
三
河
国
大
崎

ま
で
家
康
を
送
り
ま
し
た
。そ
れ

を
城
主
か
ら
と
が
め
ら
れ
孫
三

は
土
地
を
捨
て
家
康
に
助
け
を

求
め
ま
し
た
。

　

家
康
は
、孫
三
の
恩
に
報
い

る
た
め
、藤
枝
の
こ
の
地
を
与

え
、新
白
子
町
と
し
、諸
役
御
免

（
納
税
免
除
）の
朱
印
を
与
え
ま

し
た
。そ
の
孫
三
の
子
孫
が
小
川

眼
科
医
院
で
す
。最
近
で
は
、孫

三
の
出
身
地
、三
重
県
鈴
鹿
市
と

交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
海
漁
業
か
ら
脱
す
る
た
め
に

は
、
鰹
の
回
遊
す
る
習
性
を
活

用
し
た
遠
洋
漁
業
し
か
な
い
と

訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
焼
津
の
漁
業
界
は
、
遠
洋
漁▲東海遠洋漁業㈱本社と本社にあった七兵衛の銅像

▲焼津神社の碑 ▲光心寺の墓

人
を
繋
ぐ

志
太

藤
枝
・
白
子

(

し
ろ
こ)

由
来
記
碑

ま
ん
さ
い
か
ん
焼
津
オ
ー
プ
ン

十
一
月
十
九
日
旧
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
焼
津
支
店
跡

松
浦 

雅
晃

ま
ん
さ
い
か
ん
焼
津
店
長
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毎年
恒例

年末年始を彩る、石原水産の｢海の恵み｣年末年始を彩る、石原水産の｢海の恵み｣

期間中4日間

自社工場直売
焼津港直送
新鮮　だから安い

午前8時開店
午前8時より

午後5時まで

予告
FM島田(76.5)
放送決定！
12月28日(水)
12：30頃～

マグロマグロ

カニ

数量限定
目玉商品

毎年完売

大特価

今年の一押
し

トンボマグロ切落とし
価格は当日お楽しみ！！

今年も
やります

価格で勝負

他、ボイルタラバガニ・ズワイガニ爪

ズワイ3L3肩
今年は価格高騰に真っ向勝負！今年は価格高騰に真っ向勝負！

売り出し期間売り出し期間

ギフト・お年賀もどうぞ！！ギフト・お年賀もどうぞ！！

1月2日9：00より(午前9時～午後3時まで)

石原水産
オリジナル商品
年末だから出せるこの価格

焼津港水揚げ 生キハダマグロから
本マグロ・売切り特価のインドマグロまで

専門店ならではの価格で勝負・日頃の感謝をこめ還元！

28
(水)
29
(木)
30
(金)
31
(土)

年に一度の

大売り出し！

平成24年11月まで、このバッグを持って
お買い物いただくと2割引の特典付！

初売り

国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

ホームページもごらん下さい。

藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街

☎054-644-5829

ほんまち薬局
営業時間／AM8:30～PM7:00　
定 休 日 ／日曜日・祝日
駐車場／隣に４台分、道路を挟んで
向かい側に1台ございます。

乾燥して痒い肌乾燥して痒い肌

アトピーアトピー

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

◆乾燥した肌を潤し保護する
　「シソの葉  スキンケア」
◆肌に優しく汚れをおとす
　全身用シャンプー
◆夜間の激しいかゆみを抑える
　ステロイドを含まないかゆみ止め
◆なかなかよくならない方には 安全な消毒療法
◆掻き壊した肌には再生力を高める漢方の軟膏
    などなど

症状にあわせて安全な方法をご提案いた
します。是非ご相談ください。
無料のサンプルもございます。

　全国を網羅した国土地理院の『2.5万分の１』の地図には全国の地名数が38万4,931件あるようです。さらに小字と呼ばれ
る地名まで入れるとその数は、膨大なものになります。ちなみに藤枝市と焼津市にある小字名だけでも4000を超えます。今回は、
むるぶでの気になる地名アンケート調査をもとに、特に読み方がわからないという読者の方が多くいらっしゃいましたので、それら
を中心に地名の分類や由来を簡単にまとめてみました。この地域は、志太と呼ばれています。「志」は、ものを誉める美称接頭語であ
る「し」のことです。そして「田」が合わさって「すばらしい田」という意味で「志田」となり、田が太に転じて現在の志太になりま
した。また、「し」は、古語で水の意味があり、「水田」から転じたという説や植物のシダから由来した説など様々あります。

◦地名の分類（野本寛一氏の分類法）

　藤枝の由来は、はっきりとはしませんが、川の淵は、古代では水の
霊を祭る場所であり、淵枝という川の名が、小字となり、市の名となり、
宿場の名となり、町名になり、市の名前となったという説。源義家の
歌に「松に花咲く藤枝の・・・」というものがあり、松の枝に藤の花
が見事に映えているのを歌ったものが起源という説もあります。
　焼津の由来は、古事記や日本書紀などにも見えるようにヤマトタケ
ルが東征の途中に賊に襲われた時、向火を放って難を逃れたことから
「焼津」と名付けられたという説が有力です。また、万葉集の春日蔵
首老の歌にも「焼津辺に・・・」と詠まれています。

　地名には、特に他の土地から移り住んだ人たちから見ると読めない
ものが多くあります。大きくは、二通り。ひとつは、普通の読み方で
はないもの。その代表的な地名が焼津市なら、策牛（むちうし）、飯淵（は
ぶち）、祢宜島（ねぎしま）、藤枝市なら若王子（にゃくおうじ）、五十海
（いかるみ）です。
　もう一つは、読み方が何通りもあってどれが正解なのかわからない
もの。これが大半です。津は、「つ」か「づ」か。島は、「しま」か「じま」
か。下は、「した」か「しも」か、上は、「うえ」か、「かみ」か、小は、「こ」
か「お」か、沢は、「さわ」か「ざわ」か、大は、「おお」か「だい」か、
谷は、「や」か「たに」か。これらは特に迷う方が多いようです。

　地名の付け方も様々で
す。良くあるのが、東西
南北といった方位や上中
下といった北にあるのか、
南にあるのかといった分
け方です。地名の分類は、
様々です。ここでは、野
本寛一氏による分類をご
紹介しました。大きく分
ければ、自然をベースに
したものと、人為的な人
間が作り出したものに
分かれます。そして、
自然ならば、山や谷、

川や原といったもの。そ
して自然現象として、日
照や気象、地質や植物と
いったものです。人為的
なものは、さらに複雑で
す。生業、信仰、交通、
歴史、伝説など、身の回
りに存在するあらゆるも
のが対象となっています。

志太の地名あれこれ新屋 あらや
石津 いしづ
石津港町 いしづみなとちょう
石津向町 いしづむかいちょう
石脇上 いしわきかみ
石脇下 いしわきしも
一色 いっしき
鰯ケ島 いわしがしま
越後島 えちごしま
大 おお
大島 おおじま
大島新田 おおじましんでん
大住 おおずみ
小浜 おばま
方ノ上 かたのかみ
上泉 かみいずみ
上小杉 かみこすぎ
五ケ堀之内 ごかほりのうち
小川 こがわ
小川新町 こがわしんまち
小土 こひじ
栄町 さかえまち
三右衛門新田 さんうえもんしんでん
三ケ名 さんがみょう
下江留 しもえどめ
下小田 しもおだ
下小田中町 しもおだなかまち
下小杉 しもこすぎ
治長請所 じちょううけしょ
城之腰 じょうのこし
関方 せきがた
惣右衛門 そううえもん
大栄町 だいえいちょう
道原 どうばら
西小川 にしこがわ
祢宜島 ねぎしま
野秋 のあき
花沢 はなざわ
飯淵 はぶち
浜当目 はまとうめ
東小川 ひがしこがわ
藤守 ふじもり
保福島 ほふくじま
三和 みわ
策牛 むちうし
宗高 むなだか
八楠 やぐす
柳新屋 やなぎあらや
吉津 よしづ
与惣次 よそうじ
利右衛門 りえもん

五十海 いかるみ
岡部町青羽根 おかべちょうあおはね
岡部町入野 おかべちょういりの
岡部町内谷 おかべちょううつたに
岡部町桂島 おかべちょうかつらしま
岡部町子持坂 おかべちょうこもちざか
岡部町殿 おかべちょうとの
岡部町新舟 おかべちょうにゅうふね
岡部町野田沢 おかべちょうのたざわ
岡部町羽佐間 おかべちょうはさま
岡部町村良 おかべちょうむらら
音羽町 おとわちょう
鬼島 おにじま
上青島 かみあおじま
上当間 かみどうま
上藪田 かみやぶた
仮宿 かりやど
鬼岩寺 きがんじ
北方 きたがた
久兵衛市右衛門請新田 きゅうべえいちうえもんうけしんでん
郡 こおり
志太 しだ
下青島 しもあおじま
下当間 しもどうま
下之郷 しものごう
下藪田 しもやぶた
新南新屋 しんみなみあらや
助宗 すけむね
瀬戸新屋 せとあらや
大新島 たいしんじま
大西町 だいせいちょう
大東町 だいとうちょう
滝沢 たきさわ
築地 ついじ
築地上 ついじかみ
寺島 てらじま
天王町 てんのうちょう
時ケ谷 ときがや
中ノ合 なかのごう
西方 にしがた
若王子 にゃくおうじ
花倉 はなぐら
兵太夫 ひょうだゆう
平島 ひらしま
益津 ましづ
益津下 ましづしも
水上 みずかみ
南新屋 みなみあらや
谷稲葉 やいなば
八幡 やわた
横内 よこうち

◦焼津市の難読地名 ◦藤枝市の難読地名

◦藤枝と焼津の地名由来

◦難読地名「策牛」？「若王子」？

◦地名の分類

江戸時代の特に中頃に藤枝市南部から焼津市
にかけて多くの新田が開発されました。「〇〇
新田」や「五平」「善左衛門」「惣右衛門」「与
惣次」など新田開発の中心となった人の名前
がついている地名の場所がそれです。ここで
は、明治２２年の地図をご紹介します。昔の
読み方なので、横書きのものは、右から左へ
読んでください。特に藤枝の久兵衛市右衛門
請新田と焼津の治兵衛長次右衛門請所（治長
請所の旧地名）は、文字数の多い地名です。

◦新田開発の地名

自然地名

地形・地勢

山
段・台状地
湿地・低地
谷
沢
原・平
島
河　川

その他の
自然地名

日照条件
気　象
地　質
植　物

人為地名

生　業
農　業
農業以外

信　仰
神社
寺院・仏
民間信仰

交　通
街　道
坂・峠
その他

歴史・行政

条　理
租　税
城
その他

集落・屋敷
集　落
屋敷・区画地
井戸・水

史話・伝説 史話・伝説
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編集長後記月刊むるぶ編集部
〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）054-635-4651 (共立アイコム内)

薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立アイコム・むるぶ	 054-635-4651

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝市内の
図書館で閲覧できます。

プレゼント

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，今年を1字か2字の漢字で表してください
６，来年を1字か2字の漢字で表してください
７，ご希望のプレゼント券
８，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 268 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　1月５日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

五十海は何と読む？

〇 〇 〇 〇 （ひらがな4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、藤枝シネ・プレーゴの
「シネマ招待券」、または「島田蓬莱の湯入浴
券」をプレゼントします。ご応募をお待ちしています。

* プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

今月は、地名の特集。仕事柄志太地域の様々なところに取
材に行くため、地名は知っているつもりでしたが、しっかり
とした読み方は？と問われると、？というものが少なく無く
て驚きでした。ただし、長い間の風習で方言的な発音になっ
てしまっていて、地元の方でもどれが本当なのかは難しく、
その時代によって微妙に変化していたり、地名の辞典などで
も表記が異なっていたりしました。（小嶋良之）

読者アンケートのご紹介読者アンケートのご紹介
読者コーナー読者コーナー 蓮華寺池公園の

お気に入りの場所

蓮華寺池公園の

お気に入りの場所
・ジャンボすべり台　　　　　　
・四季の花（桜・藤・あじさい　等）　
・白鳥のボート（ボート乗り場）　　　
・郷土博物館　　　・鬼蓮（天然記念物）　
・滝の広場　　　　・池周辺　　　　　　
・文学館（２階談話室　等）　　　　　　
・和風（日本）庭園　　　　　　　　　　
・野鳥（水鳥　など）　　　　　　　　　
・トリムコース
  （C など）　　　　　　 
・古墳の広場　　　　　　　　　　　　　
・富士見平　　　　　　　　　　　　　　
・ハイキングコース
  （古墳の丘へなど）　
・レストハウスふじみ　　              
・芝生公園　　　                                              
・花菖蒲の木の歩道　　      

藤枝と焼津の

ここが好きを教えて

藤枝と焼津の

ここが好きを教えて
志太榛原地域の

お気に入りの場所

志太榛原地域の

お気に入りの場所
・蓮華寺池公園　        ・吉田公園　　　
・瀬戸川とその川辺　   ・高草山　　　　
・勝又城址・公園　　　　　　　　
・ディスカバリーパーク焼津　　　
・藤枝市駅南図書館（ＢｉＶｉ）　
・玉露の里　　　　　　　　　　　
・藤枝総合運動公園　　　　　　　
・栃山川自然公園　　　　　　　　
・瀬戸川の
　桜トンネル・並木　　　
・静波　　　　　　　　　　　　　
・ＢｉＶｉ藤枝　　　　　　　　　
・金比羅緑地公園　　　　　　　　
・瀬戸川の
　ふれあい大橋　
・グラススキー場
・焼津千手大観音

・海・港・温泉がある　　　　
・まだまだ自然が多いところ　
・お魚(シラス)がおいしい　　
・住みやすいところ　　・みかん・お茶・椎茸
・焼津海上花火大会　　　　　
・藤枝花火大会　　　・サッカー　　　　　
・海と山がある　　　　　　　　　　　　
・静岡へも近く落ち着いている　　　
・藤枝の桜並木　　　　　　　
・映画館がある
・金比羅山
・藤枝の駅周辺の
　新しいお店
・焼津さかなセンター
・蓮華寺池公園
・お祭りが多いところ



1日（祝） 2日（休） 3日（火） 8日（日） 29日（日）22日（日）15日（日）
外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

吉田医院
（焼津市利右衛門）
☎622･0108

9日（祝）

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
☎622･0122
〈内〉鈴木内科
医院（茶町四）
☎644･6960
〈内・小〉朝比奈診
療所（岡部町新舟）
☎668･0272

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100
〈内・小〉高洲早川ク

リニック（与左衛門）
☎636･0021
〈内〉ハラダ城南
医院（田中三）
☎647･1234
〈内〉ほしのクリニ
ック（岡部町内谷）
☎667･0100

大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500
〈内〉大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500
〈内〉水上内科ク
リニック（高柳二）
☎634･1200
〈内・小〉入交医院

（大手二）
☎641･0135

たぬま街道整形
外科（大新島）
☎634･1110

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

☎636･0881
〈内・小〉柴田医院

（藤枝四）
☎641･0127

いわしたクリニック
（上青島）

☎631･6660
〈内・小〉横山消化器
内科（焼津市下小杉）
☎622･0045
〈小〉小林小児科

（前島一）
☎635･2620
〈内〉いわしたクリ
ニック（上青島）
☎631･6660

山﨑クリニック
（志太二）

☎645･1211
〈内〉吉田クリニ
ック（大洲四）
☎634･0006
〈内〉山﨑クリニ
ック（志太二）
☎645･1211

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）

☎641･5318

溝越歯科医院
（上藪田）

☎638･1184

〈婦〉香山婦人科
クリニック（水上）
☎647･6200

〈泌〉つばくろ在宅ケ
アクリニック（高柳）
☎637･1365

きむら眼科
（焼津市上新田）
☎622･5811

藤枝眼科クリ
ニック（青木二）
☎647･7770

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
☎646･3313

二宮歯科医院
（岡部町内谷）
☎667･0145

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
☎621･5888

服部歯科医院
（音羽町三）

☎644･2256 

小川眼科医院
（本町二）

☎641･0160
森耳鼻咽喉科

（大洲一）
☎635･8687

後藤歯科
（天王町三）
☎641･1970

岡野歯科医院
（志太四）

☎641･1068

細井歯科
（高洲）

☎636･6731

八木橋歯科医院
（青葉町二）

☎636･1153 

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠）

☎629･5566

河野歯科医院
（与左衛門）
☎636･5568

〈精〉心のクリニ
ック（駅前一）
☎644･2928

青島歯科医院
（田沼四）

☎635･1636

アライ歯科
（鬼島）

☎644･4477

ともの眼科医
院（青葉町二）
☎636･3044

仲神医院
（焼津市中新田）
☎623･0805

いのまた歯科
医院（仮宿）

☎646･8110

1日（祝） 2日（休） 3日（火） 8日（日） 29日（日）22日（日）15日（日）9日（祝）

花岡医院
（岡部町内谷）
☎667･3323
〈内・小〉みやはら内科ク
リニック（小石川町一）
☎647･5670

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
☎667･3323

しまづ整形外科
（高柳二）

☎634･0888
〈内・小〉水島医院

（青木三）
☎641･0052
〈内〉青島北クリ
ニック（瀬古二）
☎647･7707
〈内・小〉にわ医院

（藤岡一）
☎645･2800

〈内・小〉藤岡クリニ
ック（藤岡二）
☎641･6288

1月の休日緊急医 054-644-0099注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。
※焼津市の耳鼻科は午前8:30～

ところ/瀬戸新
屋362-1　診療科目/内科・小児科　診療時間/月～木
19:30～22:00 金・土・日19：30～翌7：00（1月8日㈰・15日
㈰・22日㈰・29日㈰の22：00～翌7：00は小児科のみ）


